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東
地
域
材
循
環
シ
ス
テ
ム
協
議
会 

  

協
議
会
は
、
森
林
の
持
続
的
管
理
、
ス

ト
ッ
ク
リ
ス
ク
の
分
散
、
地
域
資
源
の
徹

底
利
用
を
理
念
と
し
、
地
域
の
森
林
を
保

全
し
な
が
ら
、
流
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。
「
山
へ
返
す
」
を
合
い
言
葉
に
、

k
ik
id
a
s

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
仮
称
）
を
ス
タ

ー
ト
し
、
地
域
の
森
林
と
流
域
を
つ
な
ぐ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
団
体
設
立

に
向
け
活
動
中
で
す
。 

協
議
会
は
、
東
近
江
お
よ
び
湖
東
地
域

を
中
心
と
し
た
森
林
所
有
者
、
製
材
業
者
、

木
製
品
加
工
業
者
、
家
づ
く
り
団
体
、
設

計
士
、
木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
、
市
民

活
動
団
体
、
行
政
等
が
構
成
員
（
24
団
体
、

約
40
名
）
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
を
活
か
し
つ
つ
、
異
業
種
と
連
携
す
る

た
め
３
つ
の
部
会
を
設
置
し
、
具
体
的
な

事
業
化
に
向
け
た
調
査
検
討
を
行
い
ま

す
。
事
業
化
に
向
け
、
積
極
的
に
地
域
の

企
業
や
他
の
活
動
団
体
と
連
携
し
、
行

政
・
市
民
・
企
業
の
協
働
に
よ
り
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。
各
部
会
に
は
部

会
長
を
置
き
、
副
会
長
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
中
に
は
、
必
要
に
応
じ
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
具
体
的
な
事

業
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

【
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
会
】
協
議
会
の
企
画

調
整
、
取
組
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
森

林
と
人
、
森
林
と
企
業
を
つ
な
ぐ
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
提
案
し
ま
す
。 

【
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
部
会
】
森
林
の
持
続

的
管
理
と
、
計
画
的
な
伐
採
を
実
現
す
る

た
め
の
提
案
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
建
築

用
材
・
家
具
用
材
の
規
格
化
の
検
討
、
湖

東
地
域
材
の
性
能
調
査
を
行
い
、
効
率
的

な
ス
ト
ッ
ク
の
方
法
と
そ
の
ス
ト
ッ
ク
リ

ス
ク
の
分
散
の
仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。 

【
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
部
会
】
湖
東
地
域
な
ら

で
は
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
に

よ
る
新
た
な
商
品
の
開
発
、
ま
た
薪
・
ペ

レ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
木
質
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
に
向
け
た
調
査
検
討
を
行
い
ま

す
。 

「
地
方
の
元
気
再
生
事
業
」
採
択
！ 

 

今
年
、
内
閣
官
房
の
目
玉
事
業
で
あ
る

地
方
の
元
気
再
生
事
業
に
な
ん
と
10
倍

の
難
関
を
突
破
し
て
採
択
が
決
ま
り
ま
し

た
！
取
組
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
… 
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⑤

⑥

あ
な
た
は
「
竜
王
」
と
聞
い
て
何
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
か
？
将
棋
の
駒
、
あ
る
い
は

「
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
」
の
キ
ャ
ラ
？ 

私
た
ち
の
東
近
江
管
内
に
は
「
竜
王
」
を

町
名
に
冠
し
た
「
竜
王
町
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
町
名
は
、
現
在
の
町
が
誕
生
し
た
際
、

山
（
標
高3

0
8
.8
m

）
の
俗
称
で
す
。 

と
こ
ろ
で
、
「
竜
王
山
」
と
呼
ば
れ
る
山

が
、
滋
賀
県
内
に
あ
と
２
つ
、
蒲
生
郡
日

野
町
と
栗
東
市
に
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す

か
？
さ
ら
に
全
国
を
見
渡
す
と
、
「
竜
王

山
」
ま
た
は
「
龍
王
山
」
と
呼
ば
れ
る
山

が
な
ん
と
約
60
峰
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
瀬

戸
内
海
を
中
心
に
関
西
か
ら
九
州
に
か
け

て
分
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
平
均

標
高
は
約4

0
0
m

。
低
い
山
が
多
い
の
で

す
。 そ

も
そ
も
「
竜
王
」
と
は
竜
神
の
王
、

「
法
華
経
」
第
一
序
品
に
、
仏
法
を
守
護

す
る
「
八
大
竜
王
」
と
し
て
登
場
し
ま
す
。

「
八
大
竜
王
」
は
“
雲
を
起
こ
し
雨
を
降

ら
せ
る
神
力
を
持
つ
”
と
信
じ
ら
れ
、
古

来
よ
り
雨
乞
い
を
す
る
者
の
神
と
な
っ
て

合
併
し
た
双
方
の
村
に
「
竜
王
山
」
と
い

う
同
名
の
山
が
あ
っ
た
こ
と
に
因
み
ま

す
。
「
西
の
竜
王
山
」
は
鏡
山
（
標
高

3
8
4

・6
m

）、
「
東
の
竜
王
山
」
は
雪
野

い
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し

て
も
な
お
不
足
す
る
水
を
求
め
て
、
近

く
の
水
源
の
山
な
ど
水
と
関
係
の
あ
り

そ
う
な
山
に
「
八
大
竜
王
」
を
祀
っ
て

「
竜
王
山
」
と
し
て
尊
く
思
い
、
頂
上

で
祈
祷
を
し
た
り
火
を
焚
い
た
り
し
た

と
い
う
話
が
各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
。

雨
の
少
な
い
地
方
の
標
高
の
低
い
山
が

山
岳
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
で

す
ね
。 

さ
て
、
「
雨
乞
い
」
と
い
え
ば
農
民
の

も
の
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
日
野
町
木

津
に
あ
る
「
雨
引
神
社
」
は
、
筏
師
や

木
材
師
た
ち
が
川
を
木
材
運
搬
路
と
す

る
た
め
に
川
の
水
量
を
増
す
雨
を
祈
願

し
た
神
社
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
竜
王
山
」
と
林
業
に
は
、
「
雨
乞
い
」

と
い
う
意
外
な
と
こ
ろ
で
接
点
が
あ
り

ま
し
た
（
ち
ょ
っ
と
強
引
で
す
が
）
！
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治山事業にご協力願います！ 
 

 当森林整備課の最近 5 年間の治山事業費は、下のグラフのよ

うに年々減少しています。今年度の当初予算は１億６千万円で、

５年前と比べると１／３以下です。これは滋賀県財政構造改革プ

ログラムの影響を強く受けているためです。 

少なくなってきた予算を有効に使うため、人や財産に直接大き

な被害が出ると予想される個所を優先して事業を行っています。

また、地球温暖化防止につながる「山を元気にする事業（森林整

備）」にも力を入れています。保安林で行う森林整備事業は、国

も力を入れており、県でも重要性が増してきています。この５年間

では、「松くい虫被害林の樹種転換や複層林造成として 150ha の

植栽」や「複層林への誘導や保育作業として 320ha の本数調整伐

（間伐）や除伐」を行いました。 

本数調整伐や除伐により林の中に日光を取り込むことは、林床

に草を生やし土砂や養分の流出を防ぐことにつながります。その

結果残した木が元気になって大きく成長していくことで、地球温暖

化の原因の一つである空気中の二酸化炭素を減少させます。 

予算が少なくなったからといって、荒れていく山を放っておくことは

できません。県が森林所有者とともに「山を元気にしていく」こと

が、治山事業の役割の一つです。今後とも森林所有者の皆さんの

ご協力と県民の皆さんのご理解をよろしくお願いいたします。 

 暑い夏がやっと終わり、実りの秋になりましたね！仕事と家事に加え、棚田の稲刈りという重労働に疲れ気味の今

日この頃…秋の味覚だけが楽しみの私です。そんな中、Vol.４をお届けすることが出来、感謝！（編集担当 山口）

 その名のとおり猛禽類

を思わせる精悍な姿、こ

の道具は丸太を動かすと

きに使われる。不安定な

足場の中、重く持ちにく

い丸太を動かすのは危険

が付き物。指を挟むぐら

いならまだしも手や足を

挟むこともある。また、

地面にある丸太を動かす

のは大変で、下手をする

と腰や膝を痛めてしま

う。“危険回避と労力の

軽減”山でこれほどあり

がたいことはない。 
 しかし、この“鳶”使

いこなすことが難しい。

慣れるまで全然思い通り

にならない。押しても引いても動かないこともある。つい

両手でつかんで「よいしょっ」。扱いにくいからと、手っ

取り早い方法で片付けてしまうことが多い。 
 鷹の目ならぬ鳶の目が作業を見つめる。 

― 安全第一！ ―（コラム担当 ガ）

鋸（のこぎり） 

漫画・オノミユキ 

B 

今から２３年後の滋賀県ってどうなっているんでしょう？このままいったら A？そ

れとも B？どちらに進むかは、今の私たちの選択にかかっているのかも？ 

A 

鳶（とび） 

複層林への誘導 

（日野町蔵王） 


